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現代フランス語の [ka] と [ɡa] における
軟口蓋破裂音の口蓋化について




Cette étude a pour objet de voir quels seraient les facteurs qui engendrent la palatalisation des 
occlusives vélaires [k] et [ɡ] devant la voyelle [a] en français contemporain en utilisant les différents 
paramètres sociolinguistiques suivants : lieu, genre et génération. Nous allons aussi observer s’il 
existe des différences parmi les mots choisis pour cette étude. 
Ce phénomène a été examiné sur les corpus de français parlé enregistrés dans trois villes en 
France : Aix-en-Provence, Bordeaux et Orléans. Nous avons d’abord choisi les 6 mots suivants 
pour notre analyse compte tenu de leur fréquence dans les corpus : café, quart, quartier, gare, 
magasin et gâteau. Ensuite, nous avons écouté et catégorisé les occlusives de ces mots en deux 
groupes « palatalisée / non-palatalisée ». 
D’après l’analyse, nous pouvons remarquer que la génération 15-25 ans palatalisent dans les 
trois villes. De plus, la fréquence de ce phénomène varie selon des lieux et des mots. Nous avons 
aussi constaté que la jeune génération a tendance à palataliser plus que la génération 55-65 ans à 
Orléans. Le mot « gâteau » n’est pas beaucoup palatalisé à Orléans, notamment chez les personnes 
plus agêes. Cela montre qu’il y a une différence entre les mots selon les lieux et les générations.
Enfin, nous pouvons aussi remarquer une certaine progression du phénomène au cours du 20ème 

















































































































世紀になると上品でない発音で [k + e, i, y] の湿音iiが
認められ、民衆の話すフランス語ではその現象は増加
している。この論文は、[k]に後続する母音 [e, i, y]に
ついてのみ述べているが、その他の母音については何
も言及していない。













左右されるのか明らかになっていない（Berns 2013 : 
14）。
　Berns (2013)の研究を紹介する前に、先にフォルマ


















周波数は始まるように見える。前舌母音 i, e, ɛそして
中舌母音 ɑには高い locus周波数が現れるが、後舌母
音 ɔ, o, uでは locus周波数はすぐに壊れる。つまり全
ての母音に対して同じ locus周波数は現れない。
　この研究は、複数の都市で読み上げられた音声デー







(Berns 2013 : 21)。
　Berns (2013 : 21) 曰く、女性は同時調音を最低限に


































ると指摘している (Carton et al. 1983：23, 78, 84)。ま
た標準化されたフランス語は地理的な制限がもはやな













　そこで Jamin (2005) はパリ郊外の 2 つの町 (La 
Courneuve と Fontenay-Sous-Bois)viで 1998年に録音し
た音声サンプルをコーパスとして、歯音閉鎖音と軟口













































民の出身が似通っているためである (Hornsby & Jones 
2013：104-105)。


















象である。しかしながら Jamin (2005 : 1-5) が言うよう
に、この現象を量的に検証した社会言語学的な研究は




















































録音時期 2010. 2-3 2013. 3 2017-
録音時間 約 35時間 約 30時間 約 400時間
総語彙数 約 50万語 約 50万語 約 600万語
総インフォー





















住んでいる町 〇 〇 △
現住所に来た年 － － △
誕生地 〇 〇 △
性　別 〇 〇 〇
学年、職種 〇 〇 〇
他の言語 〇 〇 〇
両親の誕生地 〇 〇 －
最終学歴 － － 〇
既婚 /未婚 － － 〇
家族情報







































café quart quartier gare magasin gâteau
音声ﾃﾞｰﾀ数 30 31 33 37 17 20
ｲﾝﾌｫｰﾏﾝﾄ数 16 21 10 15 11 7
表 4　ボルドーの使用データ
café quart quartier gare magasin gâteau
音声ﾃﾞｰﾀ数 16 40 5 13 9 5
ｲﾝﾌｫｰﾏﾝﾄ数 13 20 4 7 6 4
表 5　オルレアン（若者世代）の使用データ
café quart quartier gare magasin gâteau
音声ﾃﾞｰﾀ数 3 35 289 19 62 22
ｲﾝﾌｫｰﾏﾝﾄ数 2 16  62 10 22 9
表 6　オルレアン（シニア世代）の使用データ
café quart quartier gare magasin gâteau
音声ﾃﾞｰﾀ数 16 29 208 43 16 3





























































人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
口蓋化 33 94 29 74 55 57
揺れる 2 6 9 23 29 30
非口蓋化 0 0 1 3 13 13










表 8　ボルドーにおける単語（[k] ＋ [a]）の口蓋化人数と
　　　割合
café quart quartier
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
口蓋化 11 85 22 100 4 100
揺れる  2 15  0   0 0   0
非口蓋化  0  0  0   0 0   0
表 9　ボルドーにおける単語（[ɡ] ＋ [a]）の口蓋化人数と
　　　割合
gare magasin gâteau
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
口蓋化 7 100 6 100 4 100
揺れる 0   0 0   0 0   0
非口蓋化 0   0 0   0 0   0
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表 10　エクスにおける単語（[k] ＋ [a]）の口蓋化人数と
　　　  割合
café quart quartier
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
口蓋化 13 76 21 100 8 89
揺れる  1  6  0   0 0  0
非口蓋化  3 18  0   0 1 11
表 11　エクスにおける単語（[ɡ] ＋ [a]）の口蓋化人数と
　　　  割合
gare magasin gâteau
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
口蓋化 13 81 11 92 4 57
揺れる  2 13  0  0 3 43











人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
口蓋化 2 100 15 94 43 69
揺れる 0   0  1  6 15 24




人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
口蓋化 9 90  7 32 6 67
揺れる 0  0  5 23 1 11
非口蓋化 1 10 10 45 2 22


















人数 ％ 人数 ％
口蓋化 11 100 22 92
揺れる  0   0  2  8







人数 ％ 人数 ％
口蓋化 11 55 23 82
揺れる  4 36  5 18




人数 ％ 人数 ％
口蓋化 11 48 44 64
揺れる  8 35 21 30





性の方が前舌母音 [a]の前の軟口蓋破裂音 [k]と [ɡ]を
口蓋化する傾向があるように見える。
　口蓋化と破擦化を合計して分析した Jamin (2005) 











人数 ％ 人数 ％
口蓋化 55 57 17 53
揺れる 29 30 12 38


















　　    の口蓋化する人数と割合
café quart quartier
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
口蓋化 4 67 10 83 14 56
揺れる 0  0  1  8  8 32
非口蓋化 2 33  1  8  3 12
表 19　オルレアンにおける〈シニア世代〉の単語（[ɡ]＋[a]）
　　    の口蓋化する人数と割合
gare magasin gâteau
人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
口蓋化 11 100 5 63 0   0
揺れる  0   0 1 13 0   0



















析結果は、Jamin (2005) 、Gadet (1992) 、Léon (1993)、
Hornsby & Jones (2013) の見解と一致した。Jamin 






























　(1) La cigarette, ouai et un bon café（非口蓋化）








(3) c’est bon et puis e allez boire un café（非口蓋化）à 
la lieu de vous draguer comme ça mutuellement allez 
boire un café （非口蓋化）borde ! 






　(4) on était à la gare（非口蓋化）










　(6) tu vois la gare routière（口蓋化）

















ルマン語 *wɑχsɑm＞ wahs　蝋 ＞ フランク語 wastil
食物 ＞ 俗ラテン語 *wastellum と変化した語彙であ
る。また Trésor de la langue française (TLF)ix によれば、
1140年に《aliment fait de pâte》（小麦粉に牛乳、卵な
どを練り合わせたこね粉でできた食べ物）という意味
で gastels （複数形）が使われており、1170年に gastiax 
（単数）、1541年には avoir part au gasteau（利益の分け
前にあずかるの意味で、現在は avoir part au gâteauで
ある）の記述がある。その後 sの音も綴りも消失し、
gâteauという綴りに変化した。
　次に ɑ̂ について Bourciez, E. et J. (1967：9) は、「母
音《A》は ɑと ɑ̂ によって表される。ɑの発音は少し
舌を口蓋の方に持ち上げ、ɑ̂ は少し舌を口蓋帆の方に
持ち上げる。その上、ɑは唇を広げ、ɑ̂ では円唇にする。
こられの調音の違いによって、前舌の ɑを後舌の ɑ̂ と
区別できる」と書いているが、このように綴り字 âは
後舌母音 [ɑ]を表していた。
　また [ɑ]と [a]についてBerns (2013：21-22) によると、
20世紀中頃まではフランス語の前舌母音 [a]と後舌母
音 [ɑ]は対立していたが、その後 [ɑ]が前寄りになっ














ただインフォーマントが gâteau の â を前舌 ・後舌ど
ちらで実現していたのかは、音響的な解析が困難だっ
たために確認出来ていない。




行中である可能性がある」という Jamin (2005：135) 
の指摘を確かめるべく、本研究の結果と 20世紀初頭
に編纂された言語地図 Atlas Linguistique de la France
（ALF）との比較を試みた。
　約 100年前にエドモンが調査してジリエロンが編纂
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« le café »の口蓋化が見られただけであった。つまり、
[a]に先行する軟口蓋破裂音の口蓋化現象は 20世紀中
にフランスで進行したようだ。























































 i 原著では「the tongue in a dorso-palatal position 」
 ii フランス語音声学では口蓋音をこのように呼ぶことがある。
 iii Berns (2013) は F2周波数を、閉鎖音と母音の接点と、母音の中心の 2点で計測し、その差（F2の差）を
出した。F2の差が小さければ小さいほど、同時調音の度合いが大きい（Berns 2013：16）。
 iv 中舌母音を意味している。
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